


図4に は, αの同定値 (体0,384)を用いた近似曲線を併示している.

同定した て,αを用いて,式 12)より多重散乱項姥 算出した。調整濃

度 cO=0.3,0.lg/2における多重散乱中 の鉛直分布を図5に示す。これよ

り,多 重散乱項〃ま濃度が高いほど大きな値を示しているのがわかる.

また,調 整濃度 cO=0.3g/2の場合 (図5(a)),水 深方向に極大値が存在

する分布とならている1調 整濃度 cO=0,lg/2の場合 (図5(b))は ,多 重

散乱の影響はほとんど現れていない.こ のように多重散乱項βは濃度 c

によつて変化するため,両 者の関係を規定する必

要がある。図6に βとcの 関係を,図 7に βとcの

各点 (ノ,z)における相関係数をそれぞれ示す。こ

れより,水 面近傍を除き,β と cの 間には非常に

強い正の相関があることがわかる。そこで,式 (D
のようにβと。の関係を線形近似し,最小二乗法

によって係物 ″,βゎを同定した.

〃(ノ,Z)=〃α(ノ,Z)C tt βぁ(ノ,Z)    (5)

同定した係数を図8に示す.

水面における輝度分布
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図5多 登散乱物 鉛直分布
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6.一 様濃度場への適用結果

同定した各係数を用いて,一 様濃

度場 (句=0,3g/〃)を 対象に画像計

測を行つた.輝度分布の例を図9に,

対応する濃度計測結果を図 10にそ

れぞれ示す,画 像輝度は空間的に分

布を持つが,対 応する濃度は調整濃

度値に近いほぼ一様な分布が得られ

ている。文軸方向の両端部において,

濃度が低く算出されているが, これ

はレーザー光が両端部で弱いことに

起因するものと考えられる.濃 度計

測値の標準偏差は Oo12ジであり,

良好な結果が得られた.
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図8多 重散乱項の 係数の鉛直分布
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図9輝 度分布の例
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図的 濃度計測結果




